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１．はじめに
本学一部（昼間部）保健体育研究室では、昭和３４年以来、新入生を対象に正課体育授業開始Ⅱ寺
に運動適性検査を実施してきた。測定内容は、身長・体重などの一般形態計測、肺活量・背筋ﾉﾉな
どの体力診断テスト、走・跳・投などの運動能力である。平成４年度から反復横跳び・立位体前liTI
を新たに加えて測定をした。そして、これらの資料を体育実技や講義に積極的に活用し、また、学
生自身が入学１１寺の自己の体力を認識し、学生生活において連動・スポーツなどに積極的に活川する
ことによって、将来の生活設計における健康観や身体的|ﾖ己管Hl1に生かせるための基礎資料に役立
てている。
iilU定期間は、平成７年４月６日（木）から４)］１８１三１（火）まで各学部の授業の曜日毎に実施、
il('１定場所は、法政大学多摩総合グランド及び多摩総合体育館で行った。また、今回は、過去５ケ年
間の平均値の推移を表及び図にまとめたので報告する。
(1)１９９５年度の運動適性検査の結果
表－１～表－４は、その連動適性検査の結果を形態、体力診断テスト、運動能力、各測定]、=｜
の結果を学部別、年齢別、男女別に、それぞれの平均(直、標準偏差及び最高値、最低ｲ直を表わし
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本学一部学生の入学時における体格・体力について
たものである。
形態においては、男女共に各学部、年齢にillll定人数の差異があるが、女子の形態の身長、１１４向、
そして、リ]子の休電、胸|洲の１９才の経済学部が高い平均Ｉ画を示したのに対し、社会学部と経常
学部がり)女共に他学部と比較してＦＩ１１かではあるが低い平均値であった。
体力診断テストでは、女子の］８才の工学部がすべての項'三|で高い平均値を示したのに対し、
法学部の垂直跳び．立位体前屈、経営学部の肺活埜、背筋力、握力、反復横跳びで他学部と比べ、
極めて低い平均値であった。
ｿ)子では、肺活量、垂直跳びで工学部が、握力と立位体前屈で社会学部がやや高い平均値を示
したが、法学部の肺活量、反復楢跳び、垂iILI跳び、文学部の梶ﾉﾉが他学部と比べ、それぞれ低い
平均値であった。
これら体ﾉ]診断テストの平均値に表われた傾向は、男女共にＩ学部が他学部より総合的に高い平
均値を示していた。
連動能力では、女子の５０ｍ走で法学部、走''1馬跳びで経営学部、砲丸投げで工学部が他学部よ
り極めて高い平均値を示したのに対し、経営学部、社会学部、文学部は逆に低い平均値であった。
ﾘ)子では、１００ｍ走、走１１１m跳びで経済学部が、８００ｍ走と砲丸投げで工学部が高い値を示し
たのに対し、ｌＯＯｍ走で経営学部、走|幅跳びと砲丸投げでは法学部が低い平均値であった。
これら運動能力では、女子が各学部平均値にバラツキが多かったが、リ)子では工学部、経済学
部が共に高い平均値であった。また、文学部はすべてのjl1lI定項|=|で他学部より低い平均値であっ
た。
(2)１９９５年度の平均値における最高値、最低値の学部ｌｌＩ]比較
表５，表６はiilI定項目別、最高価、最低値を学部間で比較したものである。それぞれの項11別
Ilzi均仙の最高値、最低値との差をｔ検定によって算I|'し、その有意差を表したものである。
衣５の女子では、胸囲において１８才、文学部８４．１２ｃｍ、社会学部８１．２４ｃｍの差２．
８８ｃｍと勘著な有意差がみられたほか、１９才の座高で経済学部８６．０８ｃｍと法学部８４．
２７ｃｍの差においても１．８１ｃｍと有意な差がみられた。
リj子では、１９才においてすべての項'三|で有意差がみられたが特に、体重で経済学部６６．４
２ｋｇと社会学部６２．７７ｋｇの差３．６５ｋｇ、IliqllJlilで絲済学部８８．７２ｃｍ、文学部８５．
６８ｃｍとの差３．０４ｃｍがhJi箸な有意な差であった。
衣６－体力診断テスト、運動能力では、女子の１８才において、すべての項'二|で有意差が認め
られたが、背筋力の工学部７８．４４ｋｇと経営学部５７．２８ｋｇでの差２１．１６ｋｇ、掘ノノ
(右）のＬ学部２８１０ｋｇと絲営学部２４．４７ｋｇの差３．６３ｋｇ、垂直跳びにおいてもI
学部と法学部との差２．５８ｃｍと極めて高い有意差がみられた。
－６３－ 
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連動能力においても５０ｍ走、走幅跳び、砲丸投げすべての項|=|で顕著な差がみられ、１９才
の５０ｍ走の法学部８．０１秒と経営学部９．１７秒の差１．１６秒と極めて高い有意な差がみら
れたほか、１８才の走１１１房跳び、経営学部と社会学部の差４９．２１ｃｍ、砲丸投げの工学部と文
学部との差５６．０７ｃｍも、その差は顕著なものであった。
男子の体力診断テストでは、１８才がすべての項'三1で最高値と最低値の間が著しい差がみられ
た。肺活量の工学部３９１３．８５ｍｌと法学部３６７５．４３ｍｌとの差２３８．４２ｍ１，１１Ｚ
位休前屈で社会学部８．３５ｃｍと経済学部５．９７ｃｍとの差２．３８ｃｍ、握力（左)、（右)、
で社会学部と文学部でそれぞれ３．５４ｋｇ、３．６３ｋｇと極めて高い有意な差がみとめられた
ほか、反復横跳びで経営学部と法学部の差５．２２回、垂直跳びで工学部と法学部との差４．０１
ｃｍ、背筋力の法学部１３８．８５ｋｇと社会学部１１７．１４ｋｇとの差は実に２１．７１ｋｇ
平l刎圃における各学gMilllの昂&高(画及び最低値の比較
｜品鰯|高鞠礒籔画帆最高値学部学部有意差有意差；雌１℃出 し ’ 了
平湖直における各学1%Winの最高(鰍ぴ最低(直の比較
6４ 
品副圀
年齢
学部
高平馴圀
学部
低平均(閣 差
有意差
ｔ検定
品高値
年齢
学部
高平均値
学部
低平均値 差
有意差
tMQ定
身長
C■ 
１９ 文学
172.52 
社会
170.93 
1.59 2.26353 身長
C■ 
１９ 経済
159.90 
工学
157. 3１ 
2.59 1.86206 
体重
k９ 
１９ 経済
66.42 
社会
62.77 
3.65 3.98608 体重
k９ 
１９ 法学
５１ ､6２ 
経営
49.93 
1.69 1.Ｍ947 
胸囲
C■ 
１９ 経済
88.72 
文学
85.08 
3.04 5.59818 胸囲
C■ 
１８ 文学
Ｍ・'２
社会
81.2イ
2.88 6.25249 
座高
C■ 
１９ 法学
91.71 
経営
90.78 
0.93 3.18971 座高
C■ 
１９ 経済
86.08 
法学
Ｍ､2７ 
1.81 3.40267 
形､1（男子）（女子）表-５
品闘箇
年Q６
学部
高平均ｌＥ
学部
低JIz均値 差
有意差
ｔ検定
品高値
年Bｉ
学部
高平均{閨
学部
低平均ｲ自 差
有意差
ｔホロ虚
肺活量
■１ 
１８ 工学
3913. 8５ 
ikdlと
3675. 4３ 
238.42 4.39965 肺活且
■1 
１８ 工学
2660.00 
経営
24Ｍ． 6５ 
175.35 2.30689 
背筋力
ｋ９ 
１８ 法学
１３８． 8５ 
社会
117.14 
2Ｌ７１ 8.65399 背筋力
ｋ９ 
１８ 工学
78.44 
経営
57.28 
21.16 5.27467 
握力左
k９ 
１８ 社会
43.21 
文学
39.67 
3.5イ 4.78910 握力左
k９ 
１８ 工学
25.64 
経済
23.98 
1.66 2.46339 
握力右
k９ 
１８ 社会
45.55 
文学
41.92 
3.63 4.94656 握力右
k９ 
１８ 工学
28.10 
経営
24.47 
3.63 5.20386 
反nZｲﾘi跳
回
１８ 経営
41.24 
法学
36.02 
5.22 8.22091 反復楢跳
回
１８ 工学
35.88 
経営
32.77 
3．１１ 2.86Ｍ１ 
垂直跳び
Ｃ、
１８ 工学
58.21 
法学
54.20 
４．0１ 6.40179 垂直跳び
Ｃ■ 
１８ 工学
41.03 
法学
38.45 
2.58 3.35338 
立位体前屈
Ｃ■ 
１８ 社会
8.35 
経済
5.97 
2.38 3.56833 立位体前屈
Ｃ■ 
１８ 工学
12.41 
法学
9.30 
3．１１ 2.32332 
100■走
ｓeｃ 
１８ 経済
14.07 
経営
14.76 
-0,09 -7.99225 5000走
sｅｃ 
１９ 法学
8．０１ 
維営
9.17 
-1.16 -7.30580 
800■走
ｓeｃ 
１８ 工学
１９１． 4８ 
経済
205.56 
-14.08 -5.90652 
走幡Ut
C■ 
１８ 経済
437.00 
ijE学
４０８． 0９ 
28.91 5.64442 過N調Ｕｔ
Ｃ■ 
１８ lJ1堂
３４２． ００ 
社会
292.79 
49.21 6.58601 
砲丸投
Ｃ田
１９ 工学
828.27 
法学
７５８． 5４ 
69.73 5.97048 砲丸役
Ｃ■ 
１８ 工学
453.45 
文学
397.38 
56.07 4.11143 
位力訟側ｎ．祖mrmi力（輿孑）（力子）壷-６
本学一部学生の入学時における体格・体力について
と極めて高い有意な差がみとめられた。連動能力においても１００ｍ走、走|幅跳び、砲丸投げな
どすべての項目で最高値、最低値の|Ⅱ]で著しい差がみられた。特に、１８才の１００ｍ走、経済
学部と経営学部の差０．６９秒、８００ｍ走の工学部と経済学部の差１４．０８秒、走幅跳びの経
済学部と法学部の差２８．９０ｃｍ、砲丸投げの工学部と法学部の差６９．７３ｃｍはいずれも極
めて高い有意差がみとめられた。
(3)過去５ケ年間の年度別平均値の推移（その１）
表７－１～表１０－３は過去５ヶ年の運動適性検査の結果を表したものである。
表７－１，表７－２の女子の形態では、身長は、１８才～１９才で共に各年度僅かな変動はあ
るものの次の変動の範囲で各年度椎移している。身長は１８才、９５年度１５８．４９ｃｍ～９
４（Ｉｉ度１５９．０２ｃｍ、１９才、９４年度１５８．５１ｃｍ～９３年度１５９．６２ｃｍのIlUで
推移している。体重は１８才、９３年度５２．０１ｋｇと高い値を示したが９１年度５０．７９ｋ
ｇとの間で推移し、９４～９５年度にかけて横ばいの状況にある。胸囲は１８才、９２年度８１．
１２ｃｍ～９４年度８４．０６ｃｍ、１９才、９２年度８１．６１ｃｍ～９４年度８４．６５ｃｍ
のＩＩｌｌで樅移している。座高は１８才、９５年度８４．８８ｃｍ～９１年度８５．５３ｃｍの'''１で推
移している。
これら過去５ケ年間の平均値は、文部省統計及び厚生省統計、日本人の体力標準値と比較して
みると、身長、胸囲はほぼ同等の水準を示しているが、体重については、いずれの統計値をやや
下|□|るっており、僅かではあるが劣っているといえる。
過去５年間の結果
3晶掃'一Ｍ：〔3.4 BHU 
４．９５ 
１００．００１００．１３ 
51,15５１．１８ 
】0.ＺＵｌ９９
]ｌＩｌｌｌ－Ｉｌ１蓋剛--鑿illili 111:lIl1llill1鵬Ｉ柵｜蝿i課liill撚削窯 １００００９９６４１０２５７１０３３８１０２０５ 85.53８５０７８５４３８４９９８５２８ ２７２２．８９２７４２７８２９１ １００００９９４６99.88９９３７９９７１ 
表８－１，表８－２，表８－３のﾘ)子形態では、１８才の身長は９２年度１７１．１３ｃｍ～
９３ｲ|主度１７１．６５ｃｍ、１９才、９２年度１７０．８７ｃｍ～９５年度１７１．７０ｃｍ、２
０才、９４年度１７０．９９ｃｍ～９５｛平度１７１．７１ｃｍのllLHlでｲ１２次推移している。体顛は、
１８才、９３年度６２．９６ｋｇ～９１年度６３．６０ｋｇ、１９才、９１年度６３．２７ｋｇ～
９５ｲI:度６４．２９ｋｇの間で推移し平均値の上昇傾向がみられる。２０才、９１年度６３．６２
ｋｇ～９４年度６４．９６ｋｇの'''１で樅移し、９２年度～９４ｲ|式度にかけて増加がみられた。lliql
－６５－ 
１８二 ’ 
９１１ ●●→ ９２年 ９３年 94年 95年
身長
ＳＤ 
％ 
158.71 
５ 0３ 
100 0０ 
158.91 
４ 9１ 
100 1３
158.65 
５ 2１ 
9９ 9６ 
159.02 
５ 1２ 
100 2０ 
158 9 
５ 0７ 
9９ 8６ 
|＊瞳
ＳＤ 
％ 
１ 
６ 
100 
1５ 
0０ 
0０ 
5１ 
５ 
100 
1８
8８ 
0６ 
5１ 
５ 
100 
1７ 
8５ 
0４ 
5０ 
５ 
9９ 
7９ 
9７ 
3０ 
5０ 
６ 
9９ 
7１ 
0７ 
1４ 
'１１１囲
ＳＤ 
％ 
8１ 
｡’ 
100 
3９ 
7４ 
0０ 
8１ 
３ 
9９ 
1２ 
8６ 
6７ 
8２ 
６ 
101 
7７ 
2７ 
7０ 
肌
４ 
103 
0０ 
4０ 
2１ 
8２ 
４ 
101 
9２ 
3５ 
8８ 
塑高
ＳＤ 
％ 
8５ 
３ 
100 
4４ 
2４ 
00 
8５ 
２ 
9９ 
2１ 
9２ 
7３ 
8５ 
２ 
9９ 
1０ 
8７ 
6０ 
8５ 
２ 
9９ 
1２ 
7２ 
6３ 
肌
２ 
9９ 
8８ 
9５ 
3４ 
形n日 （女子）表７－１
１９二
９１年 ９２年 ９３１ 
●夕
●●口 ９４１ ぐつ→ ９５１ ＣＱ△ 
身長
ＳＤ 
％ 
158.70 
４ 6７ 
100 0０ 
159.08 
４ 8５ 
100 2４ 
159.62 
 9
100 5８ 
158.51 
４ 6３ 
9９ 8８ 
158.80
４ 5５ 
100 0６ 
体璽
ＳＤ 
％ 
5０ 
６ 
100 
7９ 
0３ 
0０ 
5１ 
５ 
100 
0７ 
2６ 
5５ 
5２ 
６ 
102 
0１ 
0０ 
4０ 
5０ 
６ 
100 
8８ 
7２ 
1８ 
5０ 
５ 
100 
8８ 
4２ 
1８ 
1１囲
ＳＤ 
％ 
8１ 
４ 
100 
3０ 
5５ 
0０ 
8１ 
３ 
9９ 
0１ 
9６ 
6４ 
8３ 
４ 
102 
3９ 
2４ 
5  
別
｡Ｉ 
103 
0５ 
8５ 
3８ 
8２ 
４ 
102 
9７ 
3２ 
0５
塑高
ＳＤ 
％ 
５ 
 
100 
5３ 
7２ 
0０ 
8５ 
２ 
9９ 
０７ 
8９ 
4６ 
8５ 4３ 
２ 7４ 
99 8  
8４ 
２ 
9９ 
9  
7  
3７ 
8５ 
２ 
9９ 
2８
9１
7１
表７－２
法政大学体育研究センター紀要
囲は１８才、９４年度８６．５４ｃｍ～９２ｲ１１皮８７．７６ｃｍ、１９才、９１年度８６．７５ｃ
ｍ～９２年度８７．７４ｃｍ、２０才、９４年度８７．４５ｃｍ～９２年度８９．０３ｃｍのllHで
年次推移している。座高は１８才、９２１１１度９１．０７ｃｍ～９１年度９１．８９ｃｍ、１９才、
９４年度９１．４４ｃｍ～９１年度９１．７４ｃｍの間で、２０才は９４年度９１．４９ｃｍ～９
１年度９２．２５ｃｍの１１１１で推移しているが、２０才がやや高い値を示しているものの著しい年
度１１Mの推移はみられない。
リ)子の過去５ケ年間の平均値は、文部省統計及び厚生省統計、日本人の体力標準値と比較して
も僅かであるが本学の平均ｲ画がそれらの平均値をやや１１|回|ってはいるが、総合的にみると全国の
平均的水準にあるといえる。
過去５年lN1の結果
に ２０訳〕２年９３年９４年９５－４Ｐ【】
１７１．１３１７１．６５ 
５５８ 
Ⅱl」Ⅱ
IⅡ」Ⅱ
】01.50１００００１０２２６101.22１００４５】０１５０
９２２５９１５６91.67９１４９９１５１ 
３０２３０５３．５５３０１３２３ 
100.00９９２５９９３７９９１８９９２０ 
〕０１１０【 [】【ｌＴＴＩＯ［
】ＯＤＩ）１９９」１１９９．５２１９９．４０１９９
５．６５５．４７ 
】9.89１００．２３111:;１１１冊'111:lｉ
Ⅲ脳lmI:lilmI:;Ｉ
91.74９１．１６ 
ⅢI:11,淵トリＩイ，淵｜，;:|；
表９－１，表９－２体力診断テスト、連動能力の女子については、肺活最で１８才、９４年
度２５５９．２５ｍｌ～９３年度２６６２．６０ｍｌ、１９才、９４年度２５１０ｍｌ～９３年度
２５９７．９２ｍｌの間で推移している。背筋ﾌﾞﾉは、１８才、９５年度７０．２０ｋｇ～９４年度
７９．９２ｋｇ、１９才、９５年度６７．１３ｋｇ～９４年度８０．５６ｋｇの'１１１で推移している。
握力（左）では、１８才、９５ｲ１１度２４．６３ｋｇ～９１年度２６．４０ｋｇ、１９才、２４．９
１ｋｇ～９２年度２５．６６ｋｇの間で推移している。また、握力（右）は、１８才、９５ｲ１１度
２６．４０ｋｇ～９１年度２８．７５ｋｇ、１９才、９５年度２６．６８ｋｇ～９２年度２８．１３
ｋｇの間で推移がみられる。反復横跳び（９２ｲﾄﾞ度より実施）では、１８才、９５年度３５．１
０１回|、１９才、９５年度３３．８３１面|の間で、乖ilLI跳び（９２ｲﾄﾞ度より実施）では、１８才、９
－６６－ 
才
９１年 92年 ９３年 94年 ９５年
身長
ＳＤ 
％ 
171,64 
５ 3９ 
100 0０ 
l7L55 
 5８
9９ 9５ 
171.51 
５ 5３ 
9９ 9２ 
170.99 
５ 6０ 
9９ 6２ 
171.71 
５ 2４ 
100 0４ 
体重
ＳＤ 
％ 
6３ 
９ 
100 
6２ 
2０ 
0０ 
6４ 
９ 
1０１ 
7２ 
2８ 
7３ 
6４ 
1０ 
101 
3５ 
4７ 
1５ 
6４ 
９ 
102 
9６ 
7９ 
1１ 
6４ 8８ 
９ 3５ 
101.98 
脚囲
ＳＤ 
％ 
8７ 
５ 
100 
0６ 
6９ 
0０ 
8９ 
６ 
102 
0３ 
5４ 
2６ 
冊
７ 
101 
1２ 
1２ 
2２ 
8７ 
６ 
100 
4５ 
4３ 
4５ 
88.37 
６ 2２ 
1  ０ 
璽高
ＳＤ 
％ 
9２ 
 
00 
2５ 
0２ 
0０ 
9  
３ 
9９ 
5６ 
0５ 
2５ 
9１ 
３ 
9９ 
6７ 
5５ 
3７ 
9１ 
３ 
9９ 
4  
0  
1８ 
9１ 
３ 
9９ 
5１
2３
2０
表８－３
１８才
９１年 92年 ９３１ ●●一 ｇ４ｆ 一●一 ９５１ ＣＣＣ 
身長
ＳＤ 
％ 
17Ｍ］ 
５ 7０ 
100 0０ 
171.13 
５ 5７ 
9９ 別
171.65
５ 5７ 
100 1４ 
171.29 
５ 5０ 
0９ 9３ 
171.61 
５ 6９ 
1００ 1２ 
１本篦
ＳＤ 
％ 
6３ 
０ 
100 
6０ 
3２ 
0０ 
6３ 
８ 
9９ 
5０ 
6８ 
別
6２ 
７ 
9８ 
9６ 
9５ 
9９ 
6３ 
８ 
9９ 
3９ 
6３ 
6７ 
0３ 
８ 
9９ 
3３ 
5９ 
5８ 
1１四
ＳＤ 
％ 
8７ 
５ 
100 
1２ 
7５ 
００ 
8７ 
５ 
100 
7６ 
8６ 
7３ 
8０ 
５ 
9９ 
7８ 
3７ 
6１ 
〔1６
５ 
9９ 
別
9３ 
3３ 
8６ 
５ 
9９ 
6２ 
3９ 
４３ 
座高
ＳＤ 
％ 
9１ 
３ 
100 
8９ 
2８ 
0０ 
9１ 
３ 
9９ 
0７ 
3１ 
1１ 
9１ 
３ 
9９ 
4５ 
''１ 
5２ 
9１ 
３ 
9９ 
3４ 
0８ 
4０ 
9１ 
３ 
9９ 
lイ
3０ 
1８ 
形IUR（男子）渡８－１
１９二
９１１ Ｃ●△ 92年 ９３１ 
●少
ＣＯの 94年 ９５１ の勺◇
身長
ＳＤ 
％ 
171`０５ 
５ 4８ 
100 00 
170.87 
5.65 
99.89 
17Ｍ４ 
５ 4７
100 2３ 
171.21 
５ 4３ 
100 0９ 
171.70 
５ 4０ 
100 3８ 
体璽
ＳＤ 
％ 
6３ 
９ 
100 
2７ 
1０ 
0０ 
63.45 
８ 5０ 
100 2８ 
6３ 8０ 
９ 1９ 
100.8｣Ｉ 
肌
９ 
101 
1３ 
1４ 
3６ 
0４ 
９ 
101 
2９ 
dIO 
6１ 
阿囲
ＳＤ 
％ 
8６ 
５ 
100 
9５ 
6１ 
0０ 
8７ 
５ 
100 
7４ 
4８ 
9１ 
87.35 
５ 7８ 
100 4６ 
8７ 
６ 
100 
1６ 
9３ 
2４ 
8７ 
６ 
100 
5２ 
0６ 
6６ 
塑高
ＳＤ 
％ 
１ 
３ 
100 
7４ 
０４ 
0０ 
9１ 
３ 
9９ 
1６
2２ 
3７ 
9１ 
３ 
9９ 
5７ 
1４ 
8１ 
9１ 
３ 
9９ 
4４ 
4１ 
6７ 
9１ 
３ 
9９ 
4８ 
1４ 
7２ 
壷８－２
本学一部学生の入学時における体格・体力について
５年度３９．５８ｃｍ～９２年度４２．６０ｃｍ、１９才、９５年度３９．６７ｃｍ～９２年度４
２．３９ｃｍの間で推移している。立位体前屈（９２年度より実施）は、１８才、９５年度１１．
２８ｃｍ～９２年度１４．８２ｃｍ、１９才、９５年度１０．４２ｃｍ～９２年度１４．７７ｃｍ
の間で推移している。５０ｍ走では１８才、９４年度８．８１秒～９１年度８．６７秒、１９才、
９３ｲ1曵度８．９４秒～９５年度８．７７秒の間で、また、走''1冊跳びでは、１８才、９５年度３１９．
２９ｃｍ～９３年度３３６．２８ｃｍ、１９才、９５年度３１５．０４ｃｍ～９３年度３２８．０
６ｃｍの問で推移している。砲丸投げでは、１８才、９３年度４１６．４０ｃｍ～９１年度４４
０．６８ｃｍ、１９才、９３年度４１４．２１ｃｍ～９１年度４４０．９９ｃｍの問で推移している。
これら過去５ケ年間の平均Iiliは、文部省統計及び厚生省統計、Ｈ本人の体力標準値の数値より、
下回っており総合的にみると低い水準があるといえる。また、女子の１９才の肺活量及び５０ｍ
走以外は９１年度より多少の変動がみられるものの平均値の下降傾向が顕著にみられる。
ロ’川
表１０－１，表１０－２，表１０－３は男子の体力診断テスト、連動能力である。肺活鎧の１
８才、９２年度３７６８ｍｌ～９１年度３９３１ｍ１，１９才、９２年度３６６７．０１ｍｌ～
９Ｍ'二度３８６７．１２ｍ１，２０才、９２年度３７６４．９６ｍｌ～９１年度３８７６．５３ｍ
ｌの'''１で推移している。
背筋力では、１８才、９５年度１３０．０７ｋｇ～９４年度１４４．２０ｋｇ、１９才、９５ｲＩｉ度
１２６．２１ｋｇ～９４年度１４３．８３ｋｇ、２０才、９２ｲＩｉ度１２７．１５ｋｇ～９４ｲＭｎ
３９．８４ｋｇの間で推移している。握力（左）では、１８才、９５年度４１．５２ｋｇ～９１イド
－６７－ 
１９三「
91年 92年 ９３年 94年 95年
肺活量
ＳＤ 
％ 
251Ｍ９ 
460.94 
100.0 
2540.98 
441 7２ 
101 0５ 
2597.92 
382 9６ 
103 3２ 
2510.15 
470 5５ 
9９ 8３ 
2546.53 
490 1４ 
101 2７ 
背筋力
ＳＤ 
％ 
71.01 
20`6４ 
100.0 
7０ 
1８ 
9９ 
5２ 
Ⅱ 
3１ 
7２ 
１９ 
101 
1６ 
3３ 
6２ 
8０ 
1９ 
113 
5６ 
4９ 
4５ 
6７ 
1８ 
9４ 
1３ 
0７ 
5４ 
握力
ＳＤ 
左％
25.26 
4.56 
1００．０ 
2５ 
３ 
101 
6６ 
6４ 
5８ 
2５ 
４ 
9９ 
1６ 
2５ 
6０ 
2４ 
４ 
9８ 
9３ 
5７ 
6９ 
2４ 
４ 
9８ 
9１ 
3９ 
6１ 
握力
ＳＤ 
右％
27.70 
4.09 
100.0 
2８ 
４ 
101 
1３ 
1５ 
5５ 
2７ 
４ 
9９ 
6５ 
6６ 
8２ 
2６ 
４ 
9６ 
6８ 
０７ 
3２ 
2６ 8５ 
５ 
96.93 
反復横illt
ＳＤ 
％ 
3８ 2４ 
４ 肌
1００．０ 
3６ 
５ 
9６ 
9２ 
2５ 
5５ 
3５ 
４ 
9３ 
別
7３ 
7２ 
3３ 
５ 
8８ 
8３ 
3２ 
4７ 
垂直跳
ＳＤ 
％ 
び 42.39 
5.43 
100.0 
4１ 
５ 
9７ 
2６ 
5５ 
3３ 
3９ 
５ 
9４ 
9６ 
8８ 
2７ 
3９ 
５ 
9３ 
6７ 
6２ 
5８ 
立位体前
ＳＤ 
％ 
届 14.77 
6.32 
100.0 
1２ 9７ 
6.5 
87.81 
1０ 
６ 
7０ 
4３ 
5１ 
6２ 
1０ 
６ 
7０ 
4２ 
9６ 
5５ 
５０ｍ 
ＳＤ 
％ 
8.82 
０．５５ 
100.0 
8.83 
０ 5９ 
9９ 8９ 
８ 
０ 
9８ 
9４ 
5４ 
6６ 
８ 
0 
9９ 
8７ 
6７ 
4４ 
８ 
０ 
100 
7７ 
5７ 
5７ 
走幅跳び
ＳＤ 
％ 
323.62 
40.52 
100.0 
323 
3８ 
9９ 
5０ 
0９ 
9６ 
328 
4０ 
101 
0６ 
2７ 
3７ 
317 
4５ 
9８ 
9１ 
0３ 
2４ 
315 ０４ 
44.4 
97.35 
砲ＪＩＬ投Iナ
ＳＤ 
％ 
440.99 
99.61 
1００．０ 
430 
8１ 
9７ 
0３ 
6２ 
5１ 
414 
8７ 
9３ 
2１ 
9７ 
9３ 
427 
8６ 
9６ 
2５ 
5８ 
8８ 
420.71 
87.29 
95.40 
表９－２
１８才
９１１ 一つ凸 ９２年 ９３年 94年 ９５年
肺活量
ＳＤ 
％ 
2581.54 
479.95 
100.0 
2603.85 
420 6８ 
100 8６ 
2622.60 
426 8３ 
101 5９ 
2559.25 
462.1 
99.14 
2576.96 
467 6４ 
9９ 8２ 
背筋力
ＳＤ 
％ 
75.24 
20.36 
100.0 
7３ 
1８ 
9７ 
1７ 
1７ 
2５ 
7３ 
1８ 
9７ 
1１ 
7８ 
1７ 
7９ 
1９ 
106 
9２ 
9９ 
2２ 
7０ 
2１ 
9３ 
2０ 
2２ 
3０ 
掴力
ＳＤ 
左％
26.40 
4.96 
100.0 
2５ 
４ 
9７ 
8２ 
1１ 
8０ 
2５ 
４ 
9５ 
0８ 
7２ 
0０ 
2４ 
４ 
9４ 
9９ 
4１ 
6６ 
24.63 
4.66 
93.30 
握力
ＳＤ 
右％
28.75 
4.79 
100.0 
2８ 
４ 
9８ 
1９ 
5２ 
0５ 
2７ 
４ 
9６ 
6５ 
9６ 
1７ 
2７ 
４ 
9４ 
2３ 
7２ 
7１ 
26.40 
5.44 
91.Ｍ 
反復IHiUt
ＳＤ 
％ 
3９ 0７ 
４ 6４ 
100.0 
3８ 
４ 
9９ 
9９ 
9４ 
8０ 
3６ 
４ 
9３ 
5３ 
7４ 
5０ 
35.10 
5.48 
89.84 
垂直跳
ＳＤ 
％ 
び 42.60 
5.49 
100.0 
4１ 7２ 
６ 
97.93 
4０ 1１ 
5.58 
9'1.15 
39.58 
5.86 
92.91 
立位体前
ＳＤ 
％ 
屈 14.82 
6.66 
100.0 
13.23 
6.5 
89.27 
11.66 
6．５１ 
78.68 
11.28 
6.96 
76.11 
５０ｍ 
ＳＤ 
％ 
8.67 
0.57 
100.0 
8.76 
０ 5５ 
9８ 9７ 
８ 
０ 
9９ 
7４ 
5４ 
2０ 
8.81 
0.59 
98.41 
8.76 
0.61 
98.97 
定ｉ願1tび
ＳＤ 
％ 
333.34 
48.85 
100.0 
331 
4０ 
9９ 
0０ 
7１ 
3０ 
336 
4５ 
100 
2８ 
4１ 
8８ 
324.27 
48.33 
97.28 
319.29 
43.9 
95.79 
砲丸投げ
ＳＤ 
％ 
440.68 
9Ｌ3５ 
100.0 
436 
8０ 
9９ 
3７ 
4２ 
0２ 
416 4０ 
94.34 
94.49 
416.72 
83.24 
94.56 
419.12 
90.29 
95.11 
体力診断・iHnniE力（女子）表９－１
法政大学体育研究センター紀要
度４３．８７ｋｇ、１９才、９４年度４０．９１ｋｇ～９１年度４３．５８ｋｇ、２０才、９４年
度４１．００ｋｇ～９２年度４３．４０ｋｇの間で、握力（右）では、１８才、９５年度４３．８
０ｋｇ～９２年度４６．２２ｋｇ、１９才、９４年度４３．３７ｋｇ～９１年度４６．０８ｋｇ、
２０才、９４年度４３．０４ｋｇ～９２年度４６．４８ｋｇの間で推移している。反復横跳び（９
２年度より実施）は、１８才、９５年度４０．２８回～９３年度４４．８５回、１９才、９５年度
３８．６６回～９３年度４３．５４１回|、２０才、９５年度３８．７８回～９３年度４３．２５回の間
で推移している。垂直跳び（９２年度より実施）では、１８才、９５年度５６．７６ｃｍ～９３
年度５８．５８ｃｍ、１９才、９５年度５５．６２ｃｍ～９３年度５７．１７ｃｍ、２０才、９５
年度５５．０６ｃｍ～９４年度５５．８３ｃｍの間で、立位体前屈（９２年度より実施）は、１８
才、９５年度７．８４ｃｍ～９２年度９．６６ｃｍ、１９才、９５年度６．９５ｃｍ～９２年度８．
９５ｃｍ、２０才、９３年度６．７１ｃｍ～９２年度８．３６ｃｍの間で推移している。１００ｍ
走では、１８才、９５年度１４．３０秒～９１年度１３．８８秒、１９才、９５年度１４．６０秒
～９４年度１４．１９秒、２０才、９５年度１４．６８秒～９１年度１４．３２秒の間で推移し、
８００ｍ走では、１８才、９５年度１９８．１２秒～９３年度１８６．７５秒、１９才、９５年度
２０２．８６秒～９１年度１９３．０７秒、２０才、９５年度２０５．８９秒～９３年度１９４．５
０秒の間で推移している。また、走l幅跳びでは、１８才、９５年度４２６．６０ｃｍ～９３年度
４５０．４２ｃｍ、１９才、９５年度４１８．６７ｃｍ～９３年度４３７．２０ｃｍ、２０才、９
５年度４１１．７４ｃｍ～９３年度４２９．７９ｃｍの間で推移している。砲丸投げでは、１８才、
９５年度７７９．９２ｃｍ～９１年度９１６．００ｃｍ、１９才、９５年度７８１．２８ｃｍ～９
１年度８１５．７０ｃｍ、２０才、９５年度７８４．２８ｃｍ～９１年度８１０．３１ｃｍの間で
推移している。
これらの数値が示す通り、体力診断テストでは、１８才、１９才においては項目により多少の
変動はあるものの９１年度、９３年度が僅かに高い数値を示している反面、９５年度については
すべての項目が極めて低い数値となっている。また、２０才については９１年度から９３年度に
かけて僅かな変動はみられるものの顕著な変動はない。しかし、９５年度については握力（右）
以外は他年度と比較し数値の低下は大きい。運動能力では、９１年度～９４年度にかけては数値
の変動は僅かであるが、９５年度ではすべての項目で他の年度数値を下回っている。また、僅か
ではあるが９４年以降の平均値の下降傾向がみられている。
これら過去５ヶ年の間の形態、体力診断テスト、運動能力の平均値を総合してみると、形態の
身長、体重では文部省、厚生省、日本人の体力標準値より僅かであるが上回っているといえるが
体力診断テストについては１８才～２０才までのすべての項目の平均値が極めて下回っており、
また運動能力の１００ｍ走、走幅跳びでも同様のことが云える。
－６８－ 
本学一部学生の入学時における体格・体力について
表１０－２唾ＩＣ小〃諺Ｗｌ ｌｉﾋﾞス
Ｈ 
Ｆ１ 
Ｌ」
－６９－ 
１９才
91年 ９２１ →の→ ９３１ 己■ぞ ９４年 ９５１ →●づ
mIi活量
ＳＤ 
％ 
3867.12 
591 8８ 
100 0０ 
3667.01 
592.10 
9４ 8３ 
3772.41 
592 5'１ 
9７ 5５ 
3724.04 
608 5７ 
9６ 3０ 
3782.55 
626 2７ 
9７ 8１ 
背筋力
ＳＤ 
％ 
131 
2６ 
100 
4５ 
2９ 
0０ 
126 
2７ 
9６ 
3４ 
2０ 
1１ 
139 
2４ 
1０５ 
0６ 
7４ 
7９ 
143 
2４ 
109 
8３ 
4３ 
4２ 
126 
2５ 
9６ 
2１ 
8０ 
０１ 
握力
ＳＤ 
左％
4３ 
６ 
100 
5８ 
1６ 
0０ 
4２ 
６ 
9７ 
6５ 
0２ 
8７ 
4１ 
６ 
9５ 
7１ 
2６ 
7１ 
4０ 
５ 
9３ 
9１ 
9４ 
8７ 
4１ 
６ 
9５ 
5７ 
4１ 
3９ 
握力
ＳＤ 
右％
4６ 
６ 
100 
0８ 
Ⅲ 
0０ 
4５ 
９ 
9８ 
2９ 
4１ 
2９ 
4４ 
６ 
9６ 
４１ 
7３ 
3８ 
4３ 
６ 
9４ 
3７ 
１７ 
1２ 
Ul3 
６ 
9５ 
8３ 
7３ 
1２ 
反復欄跳
ＳＤ 
％ 
4３ 
６ 
100 
5３ 
3６ 
0０ 
4３ 
６ 
１００ 
5４ 
3５ 
0２ 
4０ 
５ 
9３ 
肌
4７ 
8２ 
3８ 
６ 
8８ 
6６ 
7７ 
8１ 
垂直跳
ＳＤ 
％ 
び 5６ 
７ 
100 
9６ 
0０ 
0０ 
5７ 
７ 
100 
1７ 
0０ 
3７ 
5６ 
６ 
9９ 
8７ 
7４ 
別
5５ 
７ 
9７ 
6２ 
0９ 
6５ 
立位体前屈
ＳＤ 
％ 
８ 
７ 
100 
9５ 
0０ 
0０ 
７ 
７ 
8８ 
8９ 
0０ 
1６ 
７ 
６ 
8２ 
4０ 
7４ 
6８ 
６ 
７ 
7７ 
9５ 
0９ 
6５ 
１００ｍ 
ＳＤ 
％ 
14.20 
１ 1４ 
100 ００ 
1４ 
０ 
9９ 
3４ 
9２ 
０２ 
Ⅱ 
０ 
9９ 
3１ 
8８ 
2３ 
1４ 
１ 
100 
1９ 
0３ 
0７ 
1４ 
１ 
9７ 
6０ 
2０ 
2６ 
８００ｍ 
ＳＤ 
％ 
193 
2５ 
100 
0７ 
3５ 
0０ 
196 
2３ 
9８ 
3９ 
4２ 
3１ 
194 
3０ 
9９ 
3８ 
7１ 
3３ 
193 
2４ 
9９ 
6９ 
2０ 
6８ 
202 
2８ 
9５ 
8６ 
2４ 
1７ 
走幅跳び
ＳＤ 
％ 
433 
5２ 
100 
6６ 
3６ 
0０ 
432 
4７ 
9９ 
5３ 
9４ 
7４ 
437 
5０ 
100 
2０ 
4１ 
8２ 
433 
5３ 
9９ 
3３ 
6９ 
9２ 
418 
7７ 
9６ 
6７ 
9２ 
5４ 
砲丸投げ
ＳＤ 
％ 
815 
125 
100 
7０ 
7２ 
0０ 
789 
125 
9６ 
2９ 
9０ 
7６ 
814 
128 
9９ 
9２ 
4８ 
9０ 
793 
132 
9７ 
4９ 
2６ 
2８ 
781 
125 
9５ 
2８ 
2５ 
7８ 
２０才
９１年 ９２年 ９３ｆ ＣＣＳ ９４{ や●→ ９５１ 己●△
肺活量
ＳＤ 
％ 
3876.53 
595 肌
100 0０ 
3764.96 
628.73 
97.12 
3817.78 
667.91 
98.48 
3768.68 
652 9６ 
9７ 2２ 
３Ｍ3.43 
619.68 
99.15 
背筋力
ＳＤ 
％ 
132 
2５ 
100 
9１ 
9４ 
0０ 
127.15 
26.29 
95.67 
137.88 
25.10 
103.74 
139 
2５ 
105 
別
6２ 
2１ 
127.78 
29.88 
9６ 1４ 
握力
ＳＤ 
左％
4２ 
６ 
100 
9８ 
6１ 
0０ 
43.40 
6.53. 
100.98 
41.38 
6.51 
96.28 
4１ 
６ 
9５ 
00 
4０ 
3９ 
4１ 
６ 
9６ 
3９ 
5０ 
3０ 
握力
ＳＤ 
右％
3９ 
６ 
100 
1４ 
7３ 
0０ 
46.48 
9.74 
118.75 
44.36 
6.70 
113.34 
4３ 
６ 
109 
0１ 
6２ 
9６ 
4３ 
６ 
111 
5５ 
7２ 
2７ 
反復横跳
ＳＤ 
％ 
42.39 
6.06 
100.00 
43.25 
6.12 
102 0３ 
4０ 
５ 
9４ 
０７ 
6３ 
5３ 
3８ 
７ 
9１ 
7８ 
0５ 
4８ 
垂直跳
ＳＤ 
％ 
ぴ 56.56 
7.27 
100.00 
5６ 
６ 
9９ 
1８ 
7６ 
3３ 
5５ 
７ 
9８ 
8３ 
6０ 
7１ 
5５ 
６ 
9７ 
0６ 
9０ 
3５ 
立位体riii屈
ＳＤ 
％ 
８ 
６ 
100 
3６ 
7９ 
0０ 
７ 
６ 
8５ 
1３ 
8０ 
2９ 
６ 
６ 
8０ 
7１ 
6０ 
2６ 
６ 
６ 
8３ 
9９ 
9６ 
6１ 
１００１， 
ＳＤ 
％ 
14.32 
0.95 
100.00 
1４ 
０ 
9９ 
4３ 
9６ 
2４ 
1４ 
０ 
9８ 
4７ 
9４ 
9６ 
1４ 
０ 
9９ 
3５ 
9４ 
7９ 
1４ 
１ 
9７ 
6８ 
2２ 
5５ 
８００ｍ 
ＳＤ 
％ 
195 
2２ 
100 
5８ 
８１ 
００ 
201 
2５ 
9７ 
0５ 
1０ 
2８ 
194 
2２ 
100 
5０ 
3７ 
5６ 
197 
2３ 
9９ 
1２ 
００ 
2２ 
205 
2８ 
9４ 
8９ 
0７ 
9９ 
走幅跳び
ＳＤ 
％ 
424 
4９ 
100 
7１ 
5４ 
0０ 
４２６ 
4８ 
100 
4４ 
9３ 
4１ 
429 
5３ 
101 
7９ 
4５ 
2０ 
424 
5２ 
9９ 
6３ 
2１ 
9８ 
411 
5０ 
9６ 
7４ 
8０ 
9５ 
Iia九投げ
ＳＤ 
％ 
810 
1Ｍ 
100 
3１ 
4７ 
００ 
794 0３ 
127.35 
97.99 
799 
123 
9８ 
3０ 
0３ 
6４ 
786 
124 
9７ 
4５ 
3３ 
0６ 
7Ｍ 
123 
9６ 
2８ 
9９ 
7９ 
表１０－３
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(4)過去５ケ年'''１の平均値からみた推移（その２）
図１－１～２，図２－１～２，図３－１～２，図４－３，図５－１～６は、男女別、イ1ﾐ令別に
形態、体力診断テスト、運動能力をそれぞれ９１年度の平均値を１００パーセンタルとし、図示
したものである。
女子からみると図１－１，１８才では９４ｲ1三度の胸囲がやや上昇がみられたがその他の年度で
は、すべての項目で９５年度に向けて下降傾向を示している。図１－２，１９才でも１８才と同
様に９３年度については上昇がみられるが、その後、９４年度から９５年度にかけ横ばいの状況
を示している。図２－１，図２－２の体力診断テストでは、１８才の９４年度の背筋力がやや高
い値を示したものの９１年度から９５年度にかけ下降している。特に握力は緩徐ではあるが下降
を続けている。また、１９才についてもほぼ同様の傾向がみられる。図３－１，図３－２の運動
能力では、１９才の５０ｍ走が９５年度に上昇したもののその他の走幅跳び、砲丸投げでは１８
才、１９才共に年度推移に同様の傾向がみられており、９１年度と比べると５０ｍ走を除き
下降傾向を示している。
n曲51期kDIlMJ 過ｉｕｉＭｌＷｊｈｔ抄
１８才(ｿ`）ｌ１ｊｌｕ（女子）図’－１（96）肋齢lUiﾃスト １０才（女子）図２－１
1Ｎ １
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、
0■０ ・・●・・・・・・・・００．０．．・ＣＣＯＯ、○・・・・・・・・・・・・・・．。。・・００・ｏＰ、。｡●・・・００．．○・・・1脚 ●● 
●● 
●● 
●● 
●● 
102 、●●●●●●Ｏ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●０ ０ 
０ 
101 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●００●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
０ 
０ 
1ｍ ●● 
” 9.1年９２年9.3年9.4年９５年９１年９２年９３年９４年９５年
図１－２ （96） 図２－２(96） １９才１９才
－良民・…･休丘…0hｍ‐－座右一吋活■…背筋力…1肋（左）－握力（右）
図４－１，図４－２，図４－３は男子の形態である。１８才と１９才では９１年度よりすべて
の項目で同様の傾向がみられ、身長においては緩徐であるが、９５年度ではやや上昇傾向がみら
れる。しかし、９４年度ではすべての項|=lで９１年度を卜゛回っている。２０才については身長、
－７０－ 
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過去ＭｌＷＤ股ID
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座高で緩徐な下降がみられるが体亜、胸囲ではｲ1主次変動はあるものの、９１年度より上昇してい
ることがいえる。
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図５－１，図５－２，図５－３は体力診断テストである。１８才、１９才共に９１年度から９
５年度にかけ背筋力、握力（右）を除くすべての項'1において変動推移の傾向が類似している。
２０才については握力（右）が各ｲ1ﾐ度高い値を示しているがその他の肺活量、握力、背筋力はｌ１二
次変動はみられるものの９５年度についていえば９Ｍ|ﾐ度より下回っている。そして、これら体
力診断テストの年度推移は、総合的にみると９１年度から９５ｲIﾐ度にかけて緩徐ながら下降傾向
がみられる。
図６－１，図６－２，図６－３は迦動能力である。１８才～２０才すべてにおいて年次変動の
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側|句が類似している。特に９３年度の定llWii跳びは高い値を示している。それ以外は９４年度から
９５年度では２０才の砲丸投げを除くすべての項|=|で急激な下降傾向がみられる。しかも、９１
年度と９５年度を比較した場合の変動は極めて著しいものである。
２．まとめ
１９９５年度、本学学生の入学時における形態、体力診断テスト及び運動能力をみると、各学部、
年合間に差異はあるものの、女子の形態の身長では全'玉'平均値とほぼ|可等の値を示した。座高、胸
囲は全国平均値を僅かながら上'且'っているが、休電は各学部、イ'孔令間に差異がみられるものの全国
平均値を下回っており祁市型特有の痩身的傾向がみられている。
体力診断テストでは、肺活量、背筋力、握力（左)、（右)、反復横跳び、垂iI4I跳び、立位体前屈
など全国平均値と比較して、極めて低い値であった。また、連動能力でも５０ｍ走と走幅跳びで、
全|玉|平均値をやや下|面|っており、走力や瞬発力、柔!'次性などのほか心肺機能などを含めた総合力に
劣っている一端がうかがわれる。
リ)子の形態では、各学部、年令'''1の差異はあるものの身長、体重は共に全国平均値を上,回,ってい
る｡また、胸'１１１、座高においてはほご全国平均|直の水準にあるといえる。
体力診断テストでは、すぺてのiil1I定項目において全国平均値を下|面1っており、特に肺活雌、背筋
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力、立位体前屈などでは極めて低い値を示しており、肺の換気能力や柔軟,性、筋の総合発揮能力な
どが劣っているといえる。また、運動能力では、１００ｍ走、走幅跳びではほぎ全国平均値の水準
に達しているといえるが、８００ｍ走は昨年度と比べ１０秒記録が低下しており、心肺機能の持久
力や瞬発力に著しい低下がみられた。これら運動適性検査は当日の天候、測定の項目の,,頂序、測定
委員の正確さや、個人の能力、運動の経験にも記録が大きく影響されるものであるが、今年度につ
いては形態を除くすべての測定項目の平均値が前年度より低下しており、今後もこのような傾向が
続くとすれば極めて危倶される問題である。
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